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平成23年

4月14日

       ※回答詳細《２ページ》《２ページ》《２ページ》《２ページ》

8月11日
東日本大震災により生じた災害廃
棄物の広域処理の推進に係るガ
イドラインについて（初版）

一部改定
　　平成２３年１０月１１日

一部改定
　　平成２３年１１月１８日

一部改定
　　平成２４年１１月１１日

10月17日 廃棄物処理に係る意見交換会
環境省
北海道
共   催

平成24年

2月16日

3月23日
総理大臣等通知による知事への
広域的な協力の要請について

総理大臣
等より知
事へ要請

4月　2日
市ＨＰに江別市の考え方について
公開

江別市

4月13日
災害廃棄物の広域処理に係る調
査について

石   狩
振興局

4月23日
東日本大震災により生じた災害廃
棄物の広域処理に関する基準等
について

環境省
発   表

　　　災害廃棄物の広域処理　経過報告

環境省
北海道
共   催

内　　　　　容　　　　　等

 受入処理の検討対象となる廃棄物の状態
　　①損壊家屋等の廃棄物は、津波による塩分・土砂が付着した状態
        となっている場合がある。
　　②廃棄物の量が膨大であるため、多種多様な廃棄物が混在した状
        態となっている場合がある。

【回答内容】【回答内容】【回答内容】【回答内容】
　　可燃性混合廃棄物（木くず、プラスチック等、混在ごみ）
　　５ｔ／日、1,300ｔ／年を最大で受け入れ可能と回答。

　 放射性物質に汚染されたおそれのある災害廃棄物の処理方針。
　 放射性セシウム濃度が8,000Bq/kg以下である主灰は、一般廃棄物
   最終処分場における埋立処分を可能とした。

　 広域処理が可能な災害廃棄物の放射性セシウム濃度
  　  ストーカー炉：1㌔当たり約240ベクレル以下
  　  流 動 床 式  ：　　同　　 約480ベクレル以下
          であれば、その焼却灰は埋め立て処理できるとした。

 　再生利用品のクリアランスレベルを100Bq/kgを目安とする。

　 溶融スラグの放射性セシウム濃度は、もとの廃棄物の平均濃度の
    1/3以下になるため、再生利用が可能。

議事
　①環境省における広域処理推進に向けての取り組み
　②岩手県及び宮城県の災害廃棄物処理計画の概要
　③東京都における広域処理の実例紹介
　④広域処理受入を検討している自治体の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               ※出席 ： ３６団体

【回答内容】【回答内容】【回答内容】【回答内容】
　「放射性物質で汚染されたおそれのある災害廃棄物は、焼却処理す
  ることにより、放射性物質が凝縮され、その焼却灰が蓄積されること
　で汚染される可能性が懸念されるため、当市では受け入れない。」

環境省
発   表

東日本大震災により生じた災害廃
棄物の広域処理体制の構築に関
する調査について

　環境省
　　 ↓
　北海道
　 　↓
　市町村

10月24日
東日本大震災により生じた災害廃
棄物の受入検討状況再調査につ
いて

災害廃棄物の処理に係る説明会

　　　　　　－１－

【4月17日付環境省告示第７６号】
　 ガイドライン等に基づき、広域処理に係る受入基準、処理の方法、
   安全性の確認方法等について定めたもの。

議事
　①災害廃棄物の広域処理推進の取組み及び安全基準等について
　②岩手県及び東京都における災害廃棄物の処理に関する現地調査
      の結果について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　              ※出席 ： ４８団体

　環境省
　 　↓
　北海道
　 　↓
　市町村

　 総理大臣及び環境大臣通知で、知事宛に広域的な協力の要請が
   あった旨、道から通知。
　　　　　　　　　　　　　　    　 ※総理大臣通知等《４ページ～６ページ》《４ページ～６ページ》《４ページ～６ページ》《４ページ～６ページ》

　 ＨＰへのアクセス数　　　２，４７２件　（6/25現在）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ※ＨＰ掲載文《７ページ》《７ページ》《７ページ》《７ページ》

　 災害廃棄物の広域処理に関する基礎資料として活用するための
   調査。

※回答詳細《３ページ》《３ページ》《３ページ》《３ページ》














